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　まさに「大輪の花」という形容がぴったりの
ヴァイオリニスト、ジャニーヌ・ヤンセン。オ
ランダに生まれ、学び、特筆すべきコンクール
受賞歴が無いにもかかわらず、その実力とオー
ラで着実に活躍の場を広げてきた彼女は、今で
はヨーロッパを中心に圧倒的な人気を誇り、あ
でやかに咲き誇るゴージャスな薔薇のよう。奇
をてらうことなくおおらかで、王道を行く音楽
性と、彫りの深い美しい音色が絶妙なバランス
で共存する彼女の演奏からは、音楽の持つポジ
ティブな魅力が濃厚に匂い立つ。そのスケール
の大きさから、また絶大な人気から、大きな
ホールでの演奏が中心となっているヤンセンだ
が、このたび、木のぬくもりがあたたかく客席
との距離がきわめて近いトッパンホールの舞台
に初登場。いつもよりぐっと近くで、そしてつ
ぶさに、名花が放つ輝きを味わうことができる
だけでなく、彼女にとっても、自身の真価をダ
イレクトに伝える機会となるだろう。

　共演のデニス・コジュヒンは、ロシアンピ
アニズムを継承する若手ピアニストの旗手と
して、ソリストとしてのみならず室内楽の分
野でも旺盛に活動している。そんな彼との共
演で挑むプログラムは、ヤンセンの美質が 

存分に生きる曲が揃った。冒頭のベートー
ヴェンで豊かにして多彩に音楽を彫琢し、 

続くグリーグでは硬質な煌めきに宿る美を
たっぷりと聴かせる。クララ・シューマンの
小品では、可憐な（もしかすると少しデモー
ニッシュな）表情を垣間見せ、最後のリヒャ
ルト・シュトラウスでは、ヨーロッパの最前
線で長年活躍してきたベテランらしいタフな
推進力で、客席を興奮へと導いてくれること
だろう。
　折しも、庭先に色鮮やかな薔薇が咲き乱
れる5月。オランダの名手が、トッパンホー
ルの親密な空間で挑む充実の一夜、どうぞ 

お楽しみに。
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